
＜その他、取組に特徴のある事例＞ 

 

○継続した共同取組活動で農地を守る 
 

１．集落協定の概要 

市町村･協定名 愛媛県越智郡
お ち ぐ ん

上島
かみじま

町
ちょう

 二又
ふたまた

 

協定面積 
4.5ha 

田 畑（100％） 草地 採草放牧地 

  柑橘      

交付金額 
41万円 

 
 

個人配分                                                       0 ％ 

共同取組活動 
        （100％） 
 

道・水路管理費                  11 ％ 
多面的機能増進活動費               89 ％ 
                            

協定参加者 農業者 7人 開始：平成12年度 

人・農地プランの作成状況 集落全域で作成済 

 

２．取組に至る経緯 

二又集落は、上島町岩城島の小漕地区に位置し、標高約 20ｍで瀬戸内海が一望でき、

主な農地は柑橘を中心とした園地が広がっている。この地域は自宅の直ぐそばに畑を

持っていることや、ため池が近くにあるため水の供給が得られやすいという特徴があ

る。 

また、非常に農地を大事にしている地域で、中山間地域等直接支払制度には第１期 

対策初年度（平成 12 年度）から取り組み、親から子への世代交代をしながら、第３

期対策まで継続して取り組んでいる。 

 

３．取組の内容 

第１、２期対策同様に農道・水路の管理、ため池の点検を共同で年２回（５月、９

月）実施している。これにより周囲の水田への水利の影響等、地域への貢献度は高い。  

また、本制度交付金は堆きゅう肥の施肥及び農道・水路等の維持・管理等集落の共

同取組活動に利用している。 

遊休地が発生した場合は、協定で対応を検討し、担い手へ耕作の働きかけを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
【農道・水路の管理活動】 【農道・水路の管理活動】 



［集落の将来像] 
○協定内に在する水路・農道等について管理すると共に、高付加価値の柑橘を生産し、インターネット
を通じた販売戦略により、消費者との連携、サービスを実践するとともに、都市住民との交流を図る。 

 

 
［将来像を実現するための活動目標]  
○協定内に在する水路・農道等について適時管理してゆく。協定参加者自らが見回りをし、補修等が必
要な場合は速やかに集落で作業を実施する。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．今後の課題等 

農業従事者の高齢化及び後継者不足のため、今後は樹園地の耕作や道路・水路等の

管理が難しくなってくる。 

対策として、近隣農地耕作者へ協力を呼びかけていく。 

 
［第２期対策の主な成果］ 
○第１期対策に引き続き、水路・農道等を共同で年２回管理している。これにより周囲の水田への水利の
確保をし、環境美化にも貢献している。 
 

 

 

農地の耕作、管理 

（畑 4.5ha） 

個別対応 

 

周辺林地の下草刈り 

（0.1ha、年１回） 

個別対応 

 

農地、水路の見回り 

水路 0.2㎞ 年２回 

清掃、草刈り  

道路 0.3㎞ 年２回 

共同取組活動 

 

堆きゅう肥の施肥 

（年 1回） 

共同取組活動 

 

農業生産活動等 

 

多面的機能増進活動 


